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・2）収量に対するマルチの効果

収量に対するフイルムマルチの効果は第2表のとお

りであった。

フイルムマルチ区の薬乾物重は．無マルチ区より49

年および50年とも，また，各定植期とも多く．フイル

ムマルチの効果が高く認められた。さらに，フイルム

マルチの効果は．定植時期が早い区ほど高く，フイル

ムの種類による差は僅少であったが，各定植時期とも

黒フイルムの方が透明フイルムより多収であった。

4　む　　す　　び

宮城県におけるステビアの栽培適性を明らかにする

ため，定植時期ならびにフイルムマルチの効果につい

て検討した。

1）定植時期について

ステビアの生育は，気温の比較的低い時期の定植で

も早場ほど生育は促進し旺盛となり，各形質．特に収

量と相関の高い分枝数の発生が多く多収となった。

2）フイルムマルチの効果について

フイルムマルチの条件では，地温が上昇し．土壌水

分が高く保持されるので，初期生育は促進され，さら

に中期以降の生育も旺盛となり．多収となった。

．3）宮城県でステビアを栽培し多収を得るには，定

植は5月50日ころの早い時期が適．し，フイルムマルチを

行なうことにより，さらに普通（無マルチ）栽培より

2D多以上の増収が期待できた。

ホップ多収穫農家の栽培技術について

桃谷　　ガ・佐　藤　俊　斉＊

1　ま　え　が　き

本県のホップ栽培面横は528h打であり，昭和41年を

ピークとして漸減の傾向にある。反収は．昭和45年に

222時をあげたが全般的には200毎弱で構ばい状態

である。しかし，このような状況下において，500昭

の反収をあげている農家も少なくないので．これら多

収穫農家の栽培技術の実態を把握するとともに，これ

らの技術を解析し多収蓉技術確立の資料とするもので

ある。今回は．多収種農家の栽培技術の実態を報告する。

2　調　査　方　法

1．調査対象農家の選定基準

多収穫農家　　　反収500昭前後

第1蓑　調査農家の栽培面積および反収

標準農家　　　反収200喝前後

2．調査場所および調査農家数

霊芝等芸≡1各地区とも多収棲農腐＝戸
中山町長崎

寒河江市柴橋

5．調査内容

標準農家1戸ずつ合計8農家

（1）一般栽培管理について

（2）土壌断面調査

（3）生育調査

5　調　査　結　果

1．調査農家の栽培概況

栽培概況は第1表のとおりであり，栽培面横の規模

、て ■、、、 －　 場 所 考

項 目　 農 家 番 手 ■

東 根 市 中 田 島 中 山 町 豊 田 中 山 町 長 崎 寒 河 江 市 柴 橋

1 2 5 4 5 d 7 8

栽　　 培　　 面　　 積 （a ） 2 5 1 4 2 5 5 8 d O 2 5 1 2 5 9

昭 和 5 0　年 度 反 収 晦 ） 2 8 6 2 2 5 5 0 0 2 2 5 2 9 9 2 4 5 2 7 5 2 8 4

昭 和 4 1～ 50 年 平均 反収 晦 ） 2 9 8 2 5 7 2 8 2 2 5 5 5 5 5 2 5 5 2 7 0 2 5 4

同　　　 上　　 C　 V 5．8 1 1．5 4．8 1°．1 12．0 1 1．5 エ4 鼠0

注．農家番号1・5・5・7は多収穫農家．2・4・‘・Bは標準農家．

＊Ma8aruMo班OYA（山形県立農業試験場最上分場），　＊＊T。8hi。SATO（山形県立農業試験場）
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は最大dOa，最小12aで平均50乱である。昭和50年度

の反収は，多収穫農家が500吻前後，標準農家が250

～25D均であり，標準農家の反収が基準よりやや高い。

第2表　土壌および一般栽培管理について

一71－

過去10年間の収量変動は，多収穫農家の方が小さく，

安定して多収をあげていることがうかがわれる。

2．土壌および栽培管理について（第2表）

　　 兵 家 番 号

項 目
1 2 5 4 5 8 7 8

土　　 性

第 1 層 も L L C IJ S C IJ C I」 C IJ

第　 2　 層 L L S C　工」 8 C IJ C　L ⊥

堆 肥の施 用量 （t／ 10 a） 1．4 0．0 1 0．0 0．5 8．0 0．0 0．8 4．0

施 肥 量

（慮外／1 D a ）

N 5 °．4 6 4．0 1 8 ．0 5 4 ．0 5 5．2 1 8．8 8 ．0 2 0．4

P 2 0 5 1 R 7 5 5．2 5 5．8 1 8 ．8 5 °．d 占．d 4 2．0 2 鼠 0

Ⅹ2 0 2 1．1 6 5．8 S R ‘ S D．2 1 0 0．° 1 R 8 Z D 5 8．2

仕　　　 立　　　 法 ェ・Y　 異 睦 Y 工●Y Y Y Y 工 Y

裁　 縫　 密　 度 （ m ）
Y ：2．7 ×1．8

Ⅰ：2．7 ×1．8 5．°× 1．8
工：1．8 ×1．8
Y ：5．d X 1．8 5．d X 1．8 5．d X 1．5 5．d X 1．8 1．8 × 1．8 4．0 × 1．4

仕 立 本 数 （本／ 10 a ） 7 4 1 8 8 8 6 °1 6 1 7 8 5 4 d l O d 1 7 8 0 2

株　 挿　 時　 期 （月・日） 4．12 ～ 15 4．15 ～ 1 7 4．2 9～ 5 0 4．15 4 ．1 ～ 1 2 ＿ 4．2 ～ 10 4 ．14 4．10

選　 芽　 時　 期 （月・日） 5．4 ～ 7 5．1～ 2 5．2 0 5．8 5．1～ 1（～ 5．5 ～ 8 5．5 5．2

つ る 上 げ 時 期 （月・日） 5 ．9 5 ．5 5，2 7 5．15 5．1 0 5．1 1 5．2 0 5．5

側 枝 摘 芯 時 期 （月・日） 8．8 8．14 ～ 1 5 占．d 8．15 6．5 ～ ス7 8．6 ‘．d 占．1 0 ～ 8．2 0

第 2 期 到 達 期 （月・日） 6．1 5 8．1 5 占．2 5 6．2 0 8．1 8 6．1 4 ム 15 6．2 4

開　　 花　　 期 （月・日） 6．2 7 8．2 7 ス　 7 占．5 0 8．2 7 6．2 0 ム2 0 ム 24

第 2 期 到 達 期 か ら

開 花 期 ま で の 日 数 2 2 1 2 1 0 9 d 5 0

渾　 水　 の　 有　 無 有 （睦間 ） 無 有 （畦 間 ） 無 有 （睦 間 ） 無 無 無

収　 穫　 方　　 法 側　 枝 主　 茎 側　 枝 一　 側　 枝 側　 枝 主　 茎 側　 枝 主　 茎

（1）土壌について

調査農家は場の土性は，砂土～埴壌土であり，有効

土層は鳳2農家がdlC刀で比較的浅いほかは．各は場と

も10DC詔以上で有効土層の深いは場である。土性別の

反収をみると，砂士はホップの生育を把握しやすいた

め，栽培管理が周到に行われ，その上，渾水栽培が行

われているため収量は高い。

12）堆肥の施用および施肥について

堆肥の施用量は，無施用から最高1Dt／1Daと農家

間の差が大きい。堆肥の施用量と収量との関係は第1

図のとおりであり，堆肥の施用量が多いほど収量は高

い傾向にあり．多収を得るには堆肥の多投による地力

増盛が重要であることがうかがわれる。

施肥時期についてみると，元肥は4月下旬～5月上

旬に施用し，追肥はつる下げ前後から開花期までの期

間に2～5回行っている。各成分の施肥量は，農家間

の差が非常に大きい。

収

0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10（t）

堆肥の施用量

第1図　堆肥の施用畳と収量
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（3）栽培管理について

栽培管理について，多収穫農家と標準農家の相違点

は次のとおりである。

（a）栽惰密度および仕立法

栽値密度は仕立法と関達し．工型は畦転1・8m，株

間1，8mであり，Y塾は畦幅5．8m，探聞1．8mであ

る。中にはY3塾に近い栽柏密度で睦幅2．7仇のほ場も

あるが，この場合T型にすると過繁茂になるため，T

型と工型の異瞳栽培を行っている。

10a当り仕立本数はdO2～740本で鰻家間の差があ

り，収量からみると従来の標準仕立本数より10多多い

850本／10aで収量が高い傾向にある0

（b）側枝（子づる）摘芯

側枝摘芯は，一部農家において，つる下げ後閑花期

までの期間に高さ5．2mまで側枝摘芯を行っているが，

一般には8月5日から20日ころまでの期間に地上から

2．0～5．0mまで1節残して側枝摘芯が行われている0

側枝摘芯時期と収量との関係は第2回のとおりであ

り，側枝摘芯が早いほど収量は高い傾向にあり，側枝

摘芯を早く行うことにより孫づるの発生・生育が良好

となり着花部位が拡大するためと思われる0

（kg）

％　　％　　‰　　‰　　％（月日）

側杖嫡芯時期

第2図　側枝摘芯時期と収畳

（C）第2期到達期および開花期

第2油到達期は‘月15日から6月20日の間であり，

また開花好日ま扶持時親との幽係もあり8月20日～50日

と少々のづれがある。第2欄到達朗から開花期までの

日数は，ホップ棚の立体的利用と関係が深く，日数が

多すぎると棚の上部のみ繁茂して下部の着花が劣り，

逆に日数が少ないと棚の上部の繁茂が不充分で収量が

あがらない。第2期到達期から開花期までの日数と収

量との関係は第5図のとおりであり，日数が多いほど

収量は高い傾向にあり，開花期から10日前後まえに第

2期到達期になるようにつる下げを行うことにより，

棚より立体的に活用できる。

（kg）

第5図　第2期到達洞から開花畑までの日数と収量

匝）滞水について

ホップは，短期間に急速な生長を行うため，生育は

環境条件に大きく左右される。掛こ土壌水分の影響が

大きい。今回の調査においても8鰻家中5戸の農家が

睦間清水を行っており，いずれも多収穫農家であった。

また，溜水しない農家にあっても水田転換畑や水田隣

接は場など土壌水分に恵まれたほ場で多収をあげてお

り，土壌永分が重要な要田であることがうかがわれる0

5．生育について

第5表　生育調査

月7～8日　2．調査は．つ′8日　2・調査は，つる下げ後地
部位について調査した。
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第4表　反収500毎における収穫期の生育指標

項　　　　　　　　 目 生　　 育　　 皇

王　 墓　 の　 太　 さ 1．1 5 C詔

子 づ る 第 1 節 節 間 長 5 0 C詔

ク　　　 の 太 さ 0．d C詔

孫　 づ　 る　 の　 長　 さ 8 0 （’粛

最　 下　 位　 着　 花　 高 5 0 （’斤

調査園のホップの生育は第5表のとおりであり，着花

部位である孫づるが長いほど収量は高い傾向にある。こ

の孫づるの生育は．主茎および子づるの生育や側枝摘芯時

とも関係がある。堆肥等を多投し地力増盛を行うこと

により主茎および子づるの生育を良好にし，その上で

側枝摘芯を早くから行うことによって孫づるの生育は

ー75－

良好になり，着花数が増大し多収を得ていることがう

かがわれる○なお．本調査から反収500毎を得るため

の収穫時の生育指標を策定したのが第4表である。

4　ま　　　と　　　め

以上のことから，多収（SDO昭）を上げるには，堆

肥等の有機物投入による基盤改善が基本となり，それ

によって主茎および子づるの生育を旺盛にし．その上

で側枝摘芯を早い時期から行い，孫づるの生育を良好

にし，着花数の確保につとめる。また，ホップ棚をよ

り立体的に活用するため，第2期到達期を開花10日前

になるようにつる下げを行うことが重要である。一方．

子づるおよび孫づるの生育を良好にし．球花の肥大を

促進させるための漆水の効果も大きい。

ホ　ッ　プ畑の土塊改良法

第2報　洪積強相賀土壌の改良法

鈴木平喜。寿松木章・大高酎『

1　は　じ　め　に

第1報では，養分の豊富な表層に対し．理化学性の

不良な下層土の改良法として，トレンチャー耕による

表層土と下層土の混層餅について報告したが，今回は

洪積台地の盛粘質土壌で表層，下層とも理化学性の不

良な土壌について，トレンチャ一新による土壌改良資

第1表　土壌の特性

材及び有機物の施用効果について検討したので，結果

の概要を報告する。

2　試　験　方　法

1．試験場所　石川郡石川町

2．土壌の特徴

ゝ 、 理　　　　　 学　　　　　 性 化　　　　　　　　 学

土佐
三 相分布 （cc′108Cq 乾 土

l笥 重

ち密度

（山中式）

p H

（H 20）

C E C

（m e）

置換性塩基 ¢グノ100の 壷‾‾盲

飽和度

′′
固　 相 液　 相 気　 相 Ca O M g O K 20

0～ 9 L IC 2 R S 5 2．1 59 5 1 8 0．0 5 ＞ 5．5 14．6 42 5 0 15 22．7

9へ一25 C 工一 4 0．5 5 1．2 R 5 10 0．4 26 5．5 15．8 24 19 10 12．9

25～ H C 45．4 55．1 1 1．5 118．4 24 ■　5．5 14．5 ： 25 50 I 9 ！18・5

第1表に示したように，表層より理化学性が不良で，

とくに下層は植溝以外はち密で根の伸長に障害となっ

ている。化学性については，pH，塩基状態とも不良で

塩基飽和度も20帝以下と低い。

5．耕撞概要　品種　キリン2号

栽鴨様式　0．87几×5．5m Y字仕立

4．区の構成（第2表）

第2表　試験区構成

性
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＊HeikiSuzUK工，AkiraSuzuK＝，TetSuOOTAKA（福島県縫業試験場）

は燐酸吸収


